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）
で
あ
る
。

そ
の
う
ちSocial E

quity

（
社
会
的
公

正
）
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
がM

ax 
H

avelaar

や
Ｕ
Ｔ
Ｚ
認
証
の
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
で
あ
り
、Environm

ental

（
環
境
）

重
視
がE

K
O

、B
io

、A
B

、D
em

eter

認
証
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
ト
レ
ー
ド
だ
（
表

参
照
）。

３
Ｐ
のPeople

（
人
）
は
生
産
者
だ
け

で
な
く
流
通
業
者
や
消
費
者
な
ど
、
人
々

の
生
活
向
上
を
目
指
す
こ
と
、Planet

（
地

球
）
は
環
境
破
壊
を
最
小
限
に
し
、
自
然

と
共
存
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、Profit

（
利
益
）
に
は
取
引
価
格
だ

け
で
な
く
、
生
産
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や 

情
報
を
得
る
こ
と
で
コ
ス
ト
や
労
力
の
削

減
に
つ
な
げ
る
意
図
が
あ
る
。
中
間
商
社

な
ど
も
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
可
能
で
安

全
な
製
品
を
求
め
る
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
こ
と
がProfit

と
い
え
る
。

こ
の
認
証
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
製
品
に
ど
う
価
値
を
つ
け
て
い
く
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
がCo-creation

（
価

値
共
創
）
や
マ
ル
チ
ア
ク
タ
ー
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
に
つ
い
て
幾
度
も
発
言
し
、「
今

後
は
国
家
、
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
専
門
分
野

を
問
わ
ず
皆
で
価
値
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
語
ら
れ
た
。

こ
こ
に
は
経
済
活
動
の
意
味
も
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、 

個
人
的
に
は
植
民
地
時
代

の
支
配
構
造
か
ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
と

昨
年
10
月
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
行
な
わ

れ
たM

ax H
avelaar

主
催
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
２
０
１
５
年
に
国

連
に
よ
り
国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
の
反
省
と
今

後
15
年
間
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
大
き
く
分
け
て
経
済
・
社

会
・
環
境
分
野
合
わ
せ
て
17
の
目
標
と
１

６
９
の
ゴ
ー
ル
か
ら
な
る
。

M
ax H

avelaar

（
ま
た
は
オ
ラ
ン
ダ

商
社
の
コ
ー
ヒ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
と
は

１
８
６
０
年
に
出
版
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の

古
典
小
説
で
あ
り
、
19
世
紀
、
20
世
紀
初

頭
の
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
植
民
地
で
の

強
制
栽
培
制
度
を
告
発
し
、
主
人
公
が
地

域
の
農
民
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
話
で
あ

る
。フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認
証
ラ
ベ
ル
で

有
名
なM

ax H
avelaar

は
こ
の
小
説
か

ら
来
て
い
る
。
１
９
８
８
年
に
発
展
途
上

国
と
の
取
引
に
お
い
て
フ
ェ
ア
な
価
格

を
維
持
す
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
で M

ax 
H

avelaar

財
団
は
設
立
さ
れ
た
。

認
証
ラ
ベ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
で
も
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
地
域
振
興
の
た
め
に
重
要

視
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
と
基
準
が
あ

る
。
ま
ず
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
必
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
は
３
Ｐ
（People/Planet/

Profit

）
と
３
Ｅ
（E

nvironm
ental/

プロフィール
1985 ��、愛知県名古屋市生まれ。南山大学外国語学部スペイ
ンラテンアメリカ学科卒業後、コンタクトレンズメーカーで国
内・海外業務に携わる。夫の駐在帯同で 2011 �� 12 �からオ
ランダのアムステルダム市に在住。父の家庭菜園を見て農業に
興味を持っていたこともあり、すべてにおいて実利的で交渉上
手なオランダ人によるオランダ式農業に魅了されたという。

第32回

感
じ
る
部
分
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
ア
イ

デ
ア
と
慈
善
事
業
で
終
わ
ら
ず
貪
欲
に
経

済
活
動
を
し
て
い
く
姿
勢
は
す
ば
ら
し
い

と
思
う
。

認
証
ラ
ベ
ル
や
政
策
な
ど
は
少
し
の
ア

イ
デ
ア
と
工
夫
で
新
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
大
い
に
あ

る
。

国連SDGsと
認証ラベルの活用

フェアトレードとグリーントレードの違い

基準の違い フェアトレード グリーントレード

例 Max Havelaar EKO

People（人） 労働環境
子ども労働禁止等

雇用
社会とのつながり

Planet（地球） 環境面で健全な製品

有機肥料
クロップローテーション
播種時の用具
露地栽培等

Profit（利益）
最低価格の保証
長期にわたる取引関係
生産者団体の経済強化

高労働賃金
高出荷価格


